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看護婦と虐待者である親との援助関係成立に関連する看護婦側の要因
－看護婦の親への認識調査からの報告－

札幌医科大学保健医療学部看護学科

澤　田　いずみ

要　　　旨

本研究の目的は、看護婦が虐待された子どもを通じて虐待者である親と出会う時、親との援助関係を

成立させることに関連する看護婦側の要因を明かにすることである。対象は、札幌市内の350床以上を

有する総合病院の小児科、外科、整形外科、脳外科、形成外科、皮膚科、救急病棟に勤務する看護婦で、

平成10年３月、協力を得られた６病院の看護婦491名に対し、「看護婦の属性」、「児童虐待の原因の捉え

方」、「援助対象に対する共感性」、「親へのケア姿勢」に関して自記式質問紙を用いて郵送調査を行なっ

た。この結果、虐待する親への看護婦のケア姿勢には、看護婦の年齢や子育ての経験といった人生経験

と、援助対象としての親に対する共感性とが関連している事が明らかになった。看護婦が虐待者である

親と援助関係を成立させるには、看護婦が親へ向けた内的な感情を客観的に認めること、看護チーム内

外の連携を通じて、援助関係成立を育む環境を作っていくことの必要性が示唆された。

＜索引用語＞　児童虐待、虐待者親、看護婦－患者援助関係、看護婦の認識、関連要因

緒　　言

児童虐待は日本においても増加の傾向にあり、その対

応の改善が迫られている。医療機関における児童虐待へ

の介入は早期危機介入という重要な意味を持っており、

子どもへの援助のみならず、親もまたケアの対象である

との認識に立って介入していくことの重要性は多くの専

門家に指摘されている。しかしながら、傷ついた子ども

のケアを通じて虐待者である親と出会う看護者は、この

認識を持ちにくいと言われている1）。さらに、虐待の問

題を抱えた親は防衛的心性や特有の社会背景を持つ故、

援助の受入れ、すなわち援助関係の成立が難しいと言わ

れている。子どもと親の双方に関る機会をもつ看護婦が、

児童虐待に関する正しい認識を持ち、親と適切な関係を

作っていけることは、児童虐待への早期介入機能を高め

る上で重要であると考えられる。そのためには、看護婦

が虐待者である親をどのように認識し、どのような関係

を持とうとしているのか、そして、それらに影響を及ぼ

している要因は何かを明らかにする必要がある。

今回の研究の目的は、医療機関において看護婦が虐待

された子ども通じて親と出会う時、どのような看護婦側

の要因が関係性成立と関連するのかについて明かにする

ことである。

概念枠組み

１．看護婦－親援助関係成立について

Mayeroff２）は、ケアとは「最も深い意味で、その人

が成長すること、自己実現することを助けることである」

とし、ケアを通じてその人が成長していくには「私はそ

の人とその人の世界をまるで自分がその人になったよう

に理解できなければならない」「その人は私を信頼して

いなければならない。というのは、私を信頼できてはじ

めて、その人は私に対して素直に自分自身をさらけ出す

ことができ、私も相手をよく知ることができる」として、

ケアにおける信頼と相手の内面を共有できることの重要

性を述べている。

また、外口3）は、「看護婦―患者援助関係とは人間的

かつ治療的な関係であり、看護援助の基盤となるもので

ある」とし、援助関係の成立には「いろいろな関わりを

通じて相手（患者）が自己（看護婦）を信頼し安心でき

著者連絡先：澤田いずみ　060－8556 札幌市中央区南１条西17丁目　札幌医科大学保健医療学部看護学科
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る対象と認識でき、その安心感を基盤として相手の持っ

ている問題を共有できるようになり、それに関して具体

的な援助が展開できる」という過程が必要であると述べ

ている。

以上のことから、看護婦－患者間の援助関係の成立と

は、患者が望んでいるケアと看護婦が行なおうとしてい

るケアが一致した状態、すなわち、ケアの目的について

合意できた状態を指していると考えられる。このように

考えると、看護婦が虐待の問題を意図しながら関っても、

親側にその認識がなければケアは成立したとは言えない

ことになる。本研究において、児童虐待における看護婦

と親との援助関係成立とは、「看護婦が親と虐待の事実

を共有できる状態に至ったこと」と定義する。

２．援助関係成立の構成要素について

親と関係性を成立させるにはどのような要素が必要で

あろうか。Mayeroff２）は、ケアの主要な要素として

「知識」「忍耐」「正直」「信頼」「謙虚」「希望」「勇気」

をあげている。外口は8）、「関心」「信頼」「尊重」「誠実」

「共感」をあげている。また、岡谷は4）、看護婦－患者関

係成立に不可欠な要素は「信頼」であるとし、信頼の構

成概念を「一貫性」「尊重」「知識・技術への確信」「安

心感」「見通し」として、これらの５つの概念が関連し

あって「信頼」を構成すると定義している。

以上から、援助関係や信頼を成立するための要素とは、

看護婦の「相手を受容し尊重する姿勢」、「自信や安心感」、

「先の見通しを持てること」、そして未知なる対象に対し

ても関わって行ける「勇気」であると考えられる。

本研究においては、援助関係を成立させるには、まず、

虐待の事実を話し合える関係作りが第１歩になると考

え、看護婦の基本的なケア姿勢を、虐待の事実を親と話

し合うことに対して、看護婦が「受容的姿勢をもてるこ

と」、「不安がないこと」、「自信をもてること」、「先の見

通しをもてること」、そして、「ケアに対して前向きであ

る（勇気を持てる）こと」と定義する。

３．看護婦のケア姿勢と関連要因の仮説モデル

看護婦のケア姿勢に影響を及ぼす要因についてのこれ

までの研究では、患者側の要因として、患者の問題行動

やコミュニケーション能力、依存性などの他に、臨床状

況への患者の責任能力などが報告されている5）。一方、

看護婦側の要因としては、看護婦の知識、経験の他、患

者を受け入れがたく感じることやケアが難しいとラベリ

ングすることなどの援助対象への認識が影響するとの報

告6）がある。また、臨床的問題を引起こしたことに関す

る患者の責任を看護婦がどう捉えているかといったこと

も、ケア姿勢に影響を及ぼすとの報告7）もある。特に、

虐待する親に関しては、看護婦がその原因を外的（環境

側）とするか内的（親の個人的責任）とするのかによっ

て異なり、原因の捉え方は、看護婦の知識や経験によっ

て異なるとの報告8）も見られる。

今回の研究においては、ケア姿勢に影響を及ぼす看護

婦側の要因に焦点を当て、看護婦の年齢や学習・人生経

験などの「属性」と、親の責任すなわち「虐待の原因」

をどう捉えているか、そして、「援助対象に関する共感

性」を関連因子と仮定し、図１のモデルに基づいて検討

を試みた。

対象と方法

１．対象

札幌市内の350床以上を有する総合病院の小児科、外

科、整形外科、脳外科、形成外科、皮膚科、救急病棟に

勤務する看護婦で、平成10年３月、協力を得られた６病

院の看護婦491名に対し調査を行なった。

２．調査方法

「看護婦の属性」、「児童虐待の原因の捉え方」、「援助

対象に対する共感性」、「親へのケア姿勢」に関して、自

記式質問紙を用いて郵送調査を行なった。「属性」の項

目は「年令」「勤務年数」「性別」「関心」「児童虐待に関

する学習経験」「児童虐待ケースの経験の有無」「子育て

の経験の有無」とした。「虐待の原因の捉え方」に関す

る項目は、内的（親側）、外的（環境側）の原因を設定

し７項目とした（表１）。「援助対象に関する共感性」に

関する項目は、親と子どもに対して共感的であるかにつ

いて、Travelbee9）の「共感」「同感」の定義を参考に、

６項目設定した。「親へのケア姿勢」の項目は、模擬事

図１　援助関係成立と関連要因の仮説モデル

表１　「虐待の原因の捉え方」に関する項目
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例を設定し（表２）、親と虐待の事実に関して話し合う

ことについてどう感じるかを、先述した基本的なケア姿

勢に照らして、「受容的に話しを聞く」、「不安である」、

「自信がない」、「看護婦は話しやすい存在になれる」「話

し合いはよい方向に進む」、の項目を設け、「そう思う」

か「思わないか」を質問した。「虐待の原因の捉え方」

と「援助対象に対する共感性」に関する項目については、

「そう思う」か「思わない」かを４ポイントスケールで

質問し、分析に際して肯定群と否定群に２分した。属性

の項目に関しては「ある」「なし」あるいは中央値で２

分した。関連の検定にはχ2検定を用い、分析には

SPSS7.5J  for  Windows95を使用した。

結　　果

１．対象者の属性

回収数は428名（回収率87.2％）、有効回答数は313名

（有効回答率73.1％）であった。勤務病棟は、小児科94名、

外科10名、整形外科56名、脳外科55名、形成外科27名、

皮膚科17名、救急病棟54名であった。年令は21歳から63

歳で平均年令30.8歳、勤務年数は1年未満から27年で、平

均8.3年であった。309名が女性で、男性は４名であり、

306名（97.8％）が看護婦免許取得者であった。児童虐待

に関心がある者は274名（87.5％）で、学習経験は学校あ

るいは自分で学んだことがある者は122名（38.9％）であ

り、児童虐待ケースと出会ったことがある者は89名

（28 .4％）であった。子育ての経験がある者は37名

（11.8％）であった。

２．虐待の原因の捉え方

「原因は親の性格」と思う者は305名（97.4％）でもっ

とも多く、ついで「家族関係」は299名（95.5％）、「愛着

形成上の問題」は282名（90.1％）、「親の被虐待の既往」

は272名（86.9％）、「社会の問題」は235名（75.1％）、

「育児負担」は190名（60.1％）、「育てにくい子どもであ

る」は121名（38.7％）であった。

３．援助対象に対する共感性

「子どもを守ってあげたい」と回答した者310名

（99.0％）、「子どもがかわいそう」と回答した者311名

（99.4％）であったのに対し、「親をかわいそう」と回答

した者は184名（58.8％）であり、「親を責めたくなる」

者は282名（90.1％）であった。「親を助けてあげたい」

とした者は238名（76.0％）であったが、「親を理解でき

る」とした者は78名（24.9％）であった。

これらの関連を相関係数で見てみると（表３）、「子ど

もがかわいそう」と「子どもを守ってあげたい」はやや

強い相関（r=0.40）を示し、「親をかわいそう」と「親

を助けたい」もやや強い相関（r=0.40）を示した。また、

「子どもを守りたい」は「親を助けたい」（r=0.28）と関

連を示し、同時に「親を責めたくなる」（r=0.28）気持

ちとも関連していた。さらに「責めたくなる」という認

識は「親を理解できる」（r=-0.23）、「親がかわいそう」

（r=-0.26）との認識と負の相関を示した。これらを概念

化したものを図２に示した。

４．看護婦の親へのケア姿勢

「受容的に話しを聞く」と回答した者207名（66.1％）、

「話し合いはよい方向に進む」は137名（43.8％）、「看護

婦は話しやすい存在になれる」は62名（19.8％）であっ

た。親と話し合うことが「不安である」者は93名

（29.7％）、「自信がない」者は77名（24.6％）であった。

５．看護婦のケア姿勢への関連要因

１）属性との関連（表４）

年齢の低さと「不安である」「自信がない」、年齢の高

さと「看護婦は話しやすい存在」であるとの認識に有意

な関連が認められた。また、勤務年数の短さと「自信が

ない」、勤務経験の長さと「看護婦は話しやすい存在」

との間にも関連が認められた。さらに、子育て経験と

「看護婦は話しやすい存在」の間にも有意な関連がみら

れた。しかし、学習経験があることと「不安である」と

の間にも関連があることが示唆された。関心とケースの

表２　模擬事例

表３　援助対象に対する共感性の相関（Pearsonの相関関係）

図２　援助対象に関する認識の関連図

１歳の男の子が頭部外傷で入院してきました。子どもの身体に
ある古いあざや痩せ具合、両親の説明の曖昧さからみて両親か
らの虐待は明らかです。医師が受傷の不自然さを両親にたずね
ると、両親は矛盾した説明を繰り返し、「家でみるから連れて帰
る」と興奮気味に話します。しかし、医師の説得で入院には同
意しました。あなたはこのケースへの病棟での援助についてど
のように考えますか？
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経験の有無はどの項目とも関連を示さなかった。

２）原因の捉え方との関連（表５）

原因を「親の性格」と捉えることと「自信がない」と

感じることに関連が認められた。また、原因を「育児負

担」と捉えることと「不安である」と感じることに関連

が見られた。その他の原因の捉え方とケア姿勢の間には

関連を認めなかった。

３）援助対象に対する共感性との関連（表６）

「親がかわいそう」と「受容的に話しを聞く」との間、

「親を責めたくなる」と「不安である」との間に関連を

認めた。「親を責めたくなる」と「受容的に話しを聞く」

には負の関連が認められた。「子どもがかわいそう」「子

どもを守ってあげたい」はどのケア姿勢とも関連を示さ

なかった。

表４　看護婦のケア姿勢と属性の関連（χ２検定）

表５　看護婦のケア姿勢と原因の捉え方の関連（χ２検定）

表６　看護婦のケア姿勢と援助対象に対する共感性の関連（χ２検定）



─ 21 ─

札幌医科大学保健医療学部紀要　第２号　1999

考　　察

１．看護婦の親へ対するケア姿勢について

親へのケア姿勢は、「受容的に話しを聞く」とした者

が６割以上であったが、「よい方向に進む」と先の見通

しを持っている者は５割以下であり、さらに、看護婦が

「話しやすい存在」であると前向きに捉えている看護婦

は２割以下であったことから、Mayeroff２）のいう「勇

気」といった要素に関しては消極的であると考えられる。

虐待する親は自らの問題を医療者に表出することは少な

いため、看護婦にはより一層前向きに関っていく姿勢が

必要とされ、このことは今後の課題と考えられる。一方、

「不安である」、「自信がない」と感じている者は３割以

下であったが、看護婦が積極的に親に関っていこうとし

たときにはこれらの認識は強まると予測される。親には

児童福祉士や臨床心理士などの他職種が関ることがある

ため、看護婦が自己の役割を自覚し難い状況が起りうる。

しかし、子どもと親の双方に関る看護婦がその役割の特

性を認識し、ケア姿勢を保持していくことは重要なこと

ではないだろうか。役割の特性と限界を考察しつつ、親

との援助関係に関して、今後も検討していく必要がある

と考えられる。

２．親へのケア姿勢への関連要因

１）「受容的に話しを聞く」ことへの関連要因

「受容的に話しを聞く」というケア姿勢は、「属性」

や「原因の捉え方」とは関連が認められず、「援助対象

に対する共感性」の親に関する項目と関連を認めたこと

から、看護婦の親への感情的な認識が受容的姿勢に影響

を及ぼすと考えられる。

看護婦が受容的姿勢を保持するには「親をかわいそう」

と思えることと「親を責めたくなる」気持ちを認められ

ることが重要な要素であると考えられる。傷ついた子ど

もを見たとき、親を責めたいと感じるのは避け難い現実

である。「援助対象に対する共感性」の項目間の関連結

果が示しているように、「親を責めたい気持ち」は「子

どもを守ってあげたい」と思えばこそ生じる気持ちであ

り、「親を助けたい」と思う気持ちと両価的に出現する

ものである。しかし、この「親を責めたい」気持ちは、

「親をかわいそう」「親を理解できる」と思うことを難し

くさせ、「受容的に話しを聞く」といった姿勢の保持を

困難にするという側面を持っている。また、「親を責め

たい」気持ちは話すことへの「不安」とも関連しており、

看護婦の親へ向けられた攻撃的な感情の未処理は「不安」

として認識されるものとも考えられる。児童虐待の看護

に関する文献の多くは親に受容的に関ることの重要性と

困難性を指摘しており10）11）12）13）、親を責めてしまい関

係性を悪化させてしまったケース14）についても報告さ

れている。傷ついた子どもを目の当たりにしながらも、

親への共感性を維持していくことの困難性を意味するも

のと考えられ、本研究結果を裏付けるものと考えられる。

Bassett15）とHayes16）は、児童虐待の親へのケアにおい

て、「看護者達は自分の怒り、むかつき、嫌悪などの感

情を正直に認め、親へのケアを続けなくてはならない」

と指摘している。また、他の研究は17）、虐待する親への

看護婦の共感的認識は親との直接的な関わりからは得ら

れ難く、看護婦が虐待の背景にある親の複雑な社会心理

的背景を学習し、親以外にも原因があると認識すること

が親への共感的認識と関連することを明かにしている。

これらの結果から、看護婦が親への受容的姿勢を保持

するには、傷ついた子どもと出会ったことから生ずる親

への陰性の感情を客観的に認め、専門的な知識をもって

親へのケアを行なうことが重要であると考えられる。

２）「安心」「自信」「勇気」への関連要因

話しをするのが「不安である」「自信がない」「話しや

すい存在になれる」といった自信や勇気に関連する要因

は、主として属性の項目に多く見られた。一般に、若年

層で臨床経験の浅い看護婦は話すことについて不安や自

信のなさを感じており、逆に、経験の長い看護婦や子育

て経験がある看護婦は「話しやすい存在」になれるとい

った前向きなケア姿勢を持っているといえる。これらは、

「自信」や「勇気」といったケア姿勢には看護者の人生

経験が影響を及ぼすことを示唆していると考えられる。

「原因の捉え方」の「育児負担」と「不安である」が関

連を示したが、これについて、子育て経験のある群とな

い群に分けて検定を試みた。この結果、子育て経験がな

い群においてのみ有意差（p=0.024＜0.05）が認められた

ことから、「育児負担」という子育てに関しての援助に

は子育て経験のない看護婦は不安を感じることを示して

いるといえる。これは、子育て経験のある看護婦が「話

しやすい存在」になれると認識していることからも裏づ

けられよう。また、原因を「親の性格」と捉えていない

ことが「不安」と関連しているのは、「性格」では片づ

けられない深刻な問題として虐待を認識していることを

示していると思われる。学習経験が「不安」と関連して

いることからも、学習することにより親の背景を深く知

ることは、共感性を高める側面を持つ反面、経験の浅い

看護婦には「不安」を強化する側面も持つことを示唆し

ていると考えられる。

以上のことから、看護婦は親に対して受容的でありた

いと思いながらも若年層の看護婦は人生経験の浅さから

不安や自信のなさを感じやすいと考えられ、経験の長い

看護婦や他職種との連携を通じてのバックアップが必要

であると考えられる。これによって、虐待する親と看護

婦が援助関係を育む環境を整えていけると考えられる。
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結　　論

虐待する親への看護婦のケア姿勢には、主に看護婦の

属性、親に対する共感性が関連していることが明らかに

なった。親への受容的姿勢には看護婦の援助対象として

の親に対する共感性が関連しており、「受容的姿勢の保

持」には、看護婦が親へ向けた内的な感情を客観的に認

められることと親の防衛的心性に関して正しい知識を持

つことが必要である。そして、親と関ることへの「自信」

は看護婦の人生経験と関連しており、若年層の看護婦は

親への関わりについて「不安」を感じやすいことから、

看護チーム内外の連携を通じて、援助関係成立を育む環

境を作っていくことの必要性が示唆された。

今回の研究では看護婦の「見通し」に関連する要因を

明かにできなかった。今後は、援助関係成立に関連する

親側、環境側の要因に関しても研究を行ない、さらなる

考察を行なっていく必要があると考えている。

なお、本研究は、平成９年度、10年度文部省科学研究

費（奨励研究）の助成を受けたものの一部である。
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The  Variables  Associated  with  Nurses'  Attitudes  to  Form  a  Caring
Relationship  with  Abuser  Parents
－from  the  Survey  of  Nurses'  Attitudes  toward  Abuser  Parents－

Department  of  Nursing, School  of  Health  Sciences, Sapporo  Medical  University

Izumi  SAWADA

Abstract

The  purpose  of  this  study  is  to  examine  the  variables  associated  with  nurses'  attitudes

in  forming  a  caring  relationship  with  abuser  parents. The  subjects  were  491  nurses  working

in  wards  where  abused  children  are  possibly  treated : pediatric, surgery, orthopedic, cranial

surgery, plastic  surgery, dermatology, and  emergency  unit. A  self-administrated  questionnaire

was  used  to  investigate  nurses'  caring  attitude  toward  abuser  parents  and  nurses'  thoughts

and  feelings  about  child  abuse.   Three  hundred  and  thirteen  nurses  responded.   Statistical

analysis  demonstrated  that  the  variables  most  associated  with  nurses'  attitudes  to  form  a

caring  relationship  with  abuser  parents  were  nurses'  life  experience : age, working  history

and  parenting  experiences  and  receptive  thoughts  and  feelings  about  abuser  parents.   In

order  to  be  more  effective  care  givers  in  wards  which  treat  child  abuse  victims, nurses

must  become  aware  of  their  negative  thoughts  and  feelings  toward  abuser  parents. In

addition, teams  must  be  developed  in  which  older, more  experienced  nurses  help  younger

nurses  to  learn  how  to  form  caring  relationship  with  abuser  parents.

Key words : Child  abuse, Abuser  parent, Nurse-patient  caring  relationship, Nurses'  attitudes  , 

Associated  variables
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